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税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年2月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

２９８（±０）
４８７（－１）
２５２（－２）
２３５（+１）
274.22k㎡
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・固定資産税　　　　第４期
・介護保険料　　　　第６期
・国民健康保険税　　第８期
・後期高齢者医療保険料  第８期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

2/3　節分の日 奈良地方気象台の電話窓口が変わります奈良地方気象台の電話窓口が変わります
令和２年４月１日から令和２年４月１日から

ひとつずつ
いいね！で確認
火の用心 期間：3月1日～3月7日

●「うっかり火災」ゼロ
　火災は一度発生すると人の財産、時には命を奪う恐ろしいも
のです。しかし、その多くは人の「うっかり」が原因となってお
り、未然に防ぐことが可能です。
　寝タバコをしない、揚げ物料理をされる時はコンロのそばを
離れない、暖房器具を正しく取り扱うなど、「つい」や「うっか
り」にならないよう、一人ひとりが火の用心を心がけましょう。

●住宅用火災警報器の設置
　火災による被害を最小限に抑えるためには、火災をいかに
早く発見できるかにかかっています。住宅用火災警報器は、
一般住宅において火災を早期に発見するのに最も有効な設
備です。消防署では、日々の作動確認や１０年単位での交換
を推奨しています。

●高齢者を火災から守る
　高齢者等の方は、火災や災害が発生した際に逃げ遅れてし
まう可能性があります。地域の協力・連携体制を強化し、地域
全体で火災や災害に備えましょう。

　毎年３月１日から７日まで、春の火災予防運動が実施されます。
　季節は冬から春へと移り変わる時期ですが、まだまだ暖房器具
も手放せません。この時期は空気が乾燥するため火災が発生しや
すく、また強い季節風により被害が拡大するおそれがあります。こ
れまで以上に火の元には十分に注意し、尊い命と貴重な財産を守
りましょう。

職員による対応　　　　　　
0742-22-2555 平日日中8時30分～17時15分
自動音声による気象情報　 
0742-27-7329 終日利用可能（夜間・休日含む24時間）
自動音声による気象情報の利用方法は以下をご覧ください。

「利用方法」
https://www.jma-net.go.jp/nara/info/pdf_files/jido.pdf

TEL : 0746（32）1011
I　P ： 0746（39）9107
FAX ： 0746（32）0130

吉野消防署 
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広　報 かみきたやま

村の出来事Topics

応援よろしくお願いします！！
2020年3月7日（土）第15回市町村対抗子ども駅伝大会・タイムトライアルレース

やまゆり保育園「節分の日」
　2月3日（月）、やまゆり保育園において節分の日の「豆まき」が行われました。
　園児たちは、「10時になったら鬼が来るんだよ」、「鬼が来たらドアを開けてあげるの」
と言っていましたが、時間が近づくと“ソワソワ”して、扉のノックがすると表情が強張っていました。
　いざ鬼が登場すると一斉に部屋の隅に固まって、先生に抱きついたりしていました。
　また、一人一人「泣き虫」など自分の中の悪い虫を言っていき、鬼に退治してもらいました。

令和元年 上北山剣道クラブ 昇級審査合格者
　令和元年　昇級された方は次のとおりです。

奈良県剣道連盟認定級位審査合格者名
（川上村にて開催）令和元年１２月２３日（月）　１級　ハマン・ソーヤ

　市町村子ども駅伝大会へ向けて、1月16日（木）から上北山村と下北山村の合同練習をスタートさせました。
　今年は下北山村スポーツ公園とやまゆり学園運動場で練習を行ってます。大会まで7回練習を行う予定です。
　今年度はタイムトライアルレースへ出場します。練習に励んでおりますので、皆様応援よろしくお願いします。

シナモンロールづくり教室
　1月23日（木）、とちの木センターにおいてALT（英語指導助手）のハマン・ソーヤ先生による料理教室
「シナモンロールをつくろう」が開催されました。
　11名の方が参加し、子どもも大人も楽しくパンづくりを行いました。パン生地を発酵させている間は、
アメリカのトランプゲームをしたり、談笑するなどして過ごしました。
　焼きたてのシナモンロールをみんなで美味しくいただきました。

温かい善意に感謝
　東日本を中心に甚大な被害となった台風１９号災害
に対して、村民の皆様からお寄せいただいた義援金
に、村からも５０万円を支出し、合計５８６，６７３円を２月
５日、日本赤十字社奈良県支部に手渡し致しました。こ
の義援金は、配分委員会に送金され、被災者の方々に
贈られます。
　皆様の温かい善意に対し、心よりお礼申し上げます。
　ご協力誠に有り難うございました。

出場選手名（敬称略）

■上北山小学校

小谷　海（５年）
■下北山小学校

上田　百恵（5年）
田中　絵菜（5年）

中村　風雅（5年）
井奥　　湊（4年）

岡本　啓汰（4年）

令 和 2 年  第 1 回 臨 時 議 会
2月19日（水）、臨時議会が開かれ、下記の議案2件について審議されました。
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　今年も所得税の確定申告の時期となりました。確
定申告は1年間に生じた所得に対する税金を清算す
る大切な手続きです。
◎２月末日（27日、28日）は窓口の混雑が予想されます。
ご迷惑をおかけして申し訳ございませんが、できるだ
け別日にご利用くださいますようお願いします。
　源泉徴収票等の申告に必要な書類は大切に保管し、
申告時に持参してください。

■日　　時 ： ２月17日（月）～３月16日（月）
　　　　      ※祝日休日及び２月21日（金）を除く
　　　　     ・受付時間　平日午前9時から午後5時まで

■場　　所 ： 上北山村役場　住民課

■問合せ先 ： 住民課　税務係

■第一次試験日
教養試験・論文試験：５月１０日（日）
体力試験・口述試験：５月２３日（土）、２４日（日）のうち指定する１日

■受験資格
昭和６２年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した人又は令
和３年３月末日までに卒業見込みの人

■受付期間
・郵送（簡易書類）： ３月５日（木）～４月１７日（金）　・持参 ： ３月５日（木）～４月１７日（金）
・インターネット ： ３月５日（木）～４月１３日（月）
※「大卒区分」以外に、特別区分（「武道A」「情報処理」）による採用試験を実施します。詳しくはお問い合わせください。

■お問い合わせ・受験申込先

確定申告期限は
３月16日（月）です

令和元年分

スマホ×確定申告 -ネクストステージ-

進化するスマート申告!
～5つのステップで手続完結！～

「マイナンバーカード」又は「ID・パスワード方式
の届出完了通知」をお持ちの方はスマートフォン
で申告ができます。

吉野税務署からの
お知らせ

●令和元年分所得税及び復興特別所得税の確定
申告期間は、２月17日(月)から３月16日(月)まで
です。

●税務署では、２月14日(金)までは通常の業務体
制で事務を行っていますので、確定申告の相談
のある方は２月17日（月）以降にお願いします。

●確 定 申 告 会 場 は、混 雑 状 況によっては長 時 間
お待ちいただくことがあります。

●申告会場では、16時まで申告相談の受付をして
いますが、混雑状況により早めに終了する場合が
ありますのでご了承ください。

令和2年度 警察官
（第1回）採用試験情報

令和2年度 警察官
（第1回）採用試験情報

奈良県警察本部警務課採用係
奈良市登大路町80番地

TEL：0120-351-204（採用フリーダイヤル）

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.police.pref.nara.jp/

～新成人の皆さんへ～ 20歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡く 
なったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は、20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられており、20歳にな
ると日本年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯に
わたって保障されます。

年金だより

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』

将来の大きな支えになります！
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
納
付
猶
予
制
度
」

　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されてい
た遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

老後のためだけのものではありません！

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、
国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学
校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限1年以上である課程）、一
部の海外大学の日本分校に在学する方です。

「学生納付特例制度」

　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合
に国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
※平成28年6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。 

保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。

国民年金のご相談・お手続きについては、
市区役所または町村役場、年金事務所までお問い合わせください。 

「納付猶予制度」
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申告期間は、２月17日(月)から３月16日(月)まで
です。

●税務署では、２月14日(金)までは通常の業務体
制で事務を行っていますので、確定申告の相談
のある方は２月17日（月）以降にお願いします。

●確 定 申 告 会 場 は、混 雑 状 況によっては長 時 間
お待ちいただくことがあります。

●申告会場では、16時まで申告相談の受付をして
いますが、混雑状況により早めに終了する場合が
ありますのでご了承ください。

令和2年度 警察官
（第1回）採用試験情報

令和2年度 警察官
（第1回）採用試験情報

奈良県警察本部警務課採用係
奈良市登大路町80番地

TEL：0120-351-204（採用フリーダイヤル）

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.police.pref.nara.jp/

～新成人の皆さんへ～ 20歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡く 
なったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は、20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられており、20歳にな
ると日本年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯に
わたって保障されます。

年金だより

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』

将来の大きな支えになります！
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
納
付
猶
予
制
度
」

　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されてい
た遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

老後のためだけのものではありません！

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、
国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学
校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限1年以上である課程）、一
部の海外大学の日本分校に在学する方です。

「学生納付特例制度」

　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合
に国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
※平成28年6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。 

保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。

国民年金のご相談・お手続きについては、
市区役所または町村役場、年金事務所までお問い合わせください。 

「納付猶予制度」
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０102

０８００－７７７－８０５１

■日　　時 ： ４月１５日（水）
　　　　　  午前10時～正午
　　　　　  午後1時～3時
■場　　所 ： 奈良弁護士会
　　　　　  奈良市中筋町22番地1
　　　　　  ※相談時間1人30分間
　　　　　  ※先着16名
■相談内容 ： 相続遺言に関することに限ります。
■予約受付期間 ： ４月１日（水）～４月13日（月）
■お申込み ： 奈良弁護士会　TEL：0742-22-2035
　　　　　   (受付時間：平日午前9時30分～午後5時）

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。

参
加
費
無
料
。

■
日
時
：

❶
４
日
（
水
）「
対
人
ス
キ
ル
実

践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

❷
１２
日
（
木
）「
就
活
ス
タ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
」

❸
１８
日
（
水
）「
面
接
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」

❹
２５
日
（
水
）・
２７
日
（
金
）「
２

日
間
集
中
自
己
分
析
セ
ミ

ナ
ー
」

❶
❸
❹
：
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
　

❷
：
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
９３
ー
６
　

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

■
対
象
：
就
職
活
動
中
の
学
生

や
お
お
む
ね
３５
歳
未
満
の
求
職

者
（
４０
代
前
半
ま
で
の
不
安
定

就
労
者
を
含
む
）

■
定
員
：
各
10
人
程
度
（
先
着

順
）

■
申
込
：
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま

で
に
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
名
、

開
催
日
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、居

住
地
の
市
町
村
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、性
別
等
の
内
容
を
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
：

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

T
E
L
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
3
0

F
A
X
：
０
７
４
２
ー

２３
ー
５
７
５
７

U
R
L
：

http://w
w

w
.pref.nara.jp

/i
tem

/63392.htm
■
自
衛
官
候
補
生

　
令
和
元
年
度
最
終
募
集
に
な

り
ま
す
。

◇
採
用
試
験
日
：
3
月
10
日（
火
）

◇
受
付
締
切
日
：
3
月
4
日（
水
）

■
予
備
自
衛
官
補

　
令
和
２
年
度
採
用
に
な
り
ま
す
。

◇
採
用
試
験
日
：
4
月
18
日（
土
）

　
〜
22
日（
水
）の
う
ち
1
日

◇
受
付
締
切
日
：
4
月
10
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五

条
地
域
事
務
所

T
E
L
：
０
７
４
7
ー
２2
ー
3
7
8
9

　
就
職
・
転
職
お
考
え
の
方
、ま

ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科

部
会
で
は
、県
民
の
耳
鼻
咽
喉

科
疾
患
の
予
防
啓
発
と
健
診
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

耳
に
関
す
る「
講
演
会
」
と「
無

料
相
談
」を
開
催
し
ま
す
。事
前

予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時
：
３
月
２６
日（
木
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
場
所
：
商
工
会
議
所
　
5
階

大
ホ
ー
ル

（
奈
良
市
登
大
路
町
36
ー
2
）

近
鉄
奈
良
県
１
番
出
口
よ
り
徒

歩
１
分

T
E
L
：
0
7
4
2
ー
26
ー
6
2
2
2

■
講
演
：
「
認
知
症
予
防
に
も

な
る
超
高
齢
社
会
の
め
ま
い
難

聴
対
策
」

奈
良
県
立
医
師
大
学
　
耳
鼻
咽

喉
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座

教
授
　
北
原
　
糺

■
無
料
相
談
：

耳
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に

関
す
る
相
談

■
問
い
合
わ
せ
：

奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会

T
E
L
：
0
7
4
4
ー
22
ー
8
5
0
2

　
福
祉
・
介
護
の
職
場
へ
の
就
職

を
希
望
さ
れ
る
学
生
や
転
職
希

望
者
等
を
対
象
に
、社
会
福
祉

施
設
・
社
会
福
祉
事
業
者
等
と

の
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

し
、福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
対
す

る
理
解
の
普
及
と
、就
業
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

■
日
時
：
３
月
１４
日（
土
）

午
前
１０
時
3０
分
〜
午
後
４
時
ま
で

奈
良
県
福
祉
・
介
護
の
仕
事

P
R
隊「
福
祉
・
介
護
の
魅
力
発

信
イ
ベ
ン
ト
」

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午
（
午
前

１０
時
15
分
受
付
開
始
）

身
だ
し
な
み
＆
メ
イ
ク
体
験
・
履

歴
書
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

午
後
0
時
30
分
〜
４
時

魅
力
わ
く
わ
く
・
ブ
ー
ス
d
e
面

接（
合
同
説
明
会
）

※
60
事
業
所
参
加
予
定

午
後
１
時
〜
４
時（
0
時
３０
分

受
付
開
始
）

■
場
所
：

T
H
E 

K
A
S
H
I
A
R
A

（
旧
橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）2
階

橿
原
市
久
米
町
6
5
2
ー
2

近
鉄
橿
原
線
、近
鉄
南
大
阪
線

「
橿
原
神
宮
前
」
駅
東
出
口
徒

歩
1
分
）

■
対
象
：

令
和
３
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
等
で
福

祉
職
場
に
就
職
希
望
の
方

　
福
祉
の
仕
事
に
就
職
ま
た
は

転
職
希
望
の
方

※
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

■
参
加
費
：
無
料

事
前
申
込
不
要
、履
歴
書
不
要
、

入
退
場
自
由

■
問
い
合
わ
せ

奈
良
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
4
4
ー
29
ー
0
1
6
0

3
月 
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

セ
ミ
ナ
ー

自
衛
隊
募
集
に
つ
い
て

耳
に
関
す
る「
講
演
会
」と

「
無
料
相
談
」

福
祉
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ア

2
0
2
0

「遺言の日」
記念無料法律相談

■日　　時 ： 5月13日（水）
　　　　　  午前9時30分～正午
　　　　　  午後1時～3時30分
■場　　所 ： 奈良弁護士会
　　　　　  奈良市中筋町22番地1
　　　　　  ※相談時間1人30分間
　　　　　  ※先着20名
　　　　　  
　　　　　  経済会館
　　　　　  大和高田市大中106-2
　　　　　  ※相談時間1人30分間
　　　　　  ※先着10名
■相談内容 ： 相続遺言に関することに限ります。
■予約受付期間 ： ４月１日（水）～４月30日（木）
■お申込み ： 奈良弁護士会　TEL：0742-22-2035
　　　　　   (受付時間：平日午前9時30分～午後5時）

「憲法週間」
記念無料法律相談
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０102

０８００－７７７－８０５１

■日　　時 ： ４月１５日（水）
　　　　　  午前10時～正午
　　　　　  午後1時～3時
■場　　所 ： 奈良弁護士会
　　　　　  奈良市中筋町22番地1
　　　　　  ※相談時間1人30分間
　　　　　  ※先着16名
■相談内容 ： 相続遺言に関することに限ります。
■予約受付期間 ： ４月１日（水）～４月13日（月）
■お申込み ： 奈良弁護士会　TEL：0742-22-2035
　　　　　   (受付時間：平日午前9時30分～午後5時）

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。

参
加
費
無
料
。

■
日
時
：

❶
４
日
（
水
）「
対
人
ス
キ
ル
実

践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

❷
１２
日
（
木
）「
就
活
ス
タ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
」

❸
１８
日
（
水
）「
面
接
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」

❹
２５
日
（
水
）・
２７
日
（
金
）「
２

日
間
集
中
自
己
分
析
セ
ミ

ナ
ー
」

❶
❸
❹
：
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
　

❷
：
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
９３
ー
６
　

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

■
対
象
：
就
職
活
動
中
の
学
生

や
お
お
む
ね
３５
歳
未
満
の
求
職

者
（
４０
代
前
半
ま
で
の
不
安
定

就
労
者
を
含
む
）

■
定
員
：
各
10
人
程
度
（
先
着

順
）

■
申
込
：
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま

で
に
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
名
、

開
催
日
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、居

住
地
の
市
町
村
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、性
別
等
の
内
容
を
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
：

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

T
E
L
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
3
0

F
A
X
：
０
７
４
２
ー

２３
ー
５
７
５
７

U
R
L
：

http://w
w

w
.pref.nara.jp

/i
tem

/63392.htm

■
自
衛
官
候
補
生

　
令
和
元
年
度
最
終
募
集
に
な

り
ま
す
。

◇
採
用
試
験
日
：
3
月
10
日（
火
）

◇
受
付
締
切
日
：
3
月
4
日（
水
）

■
予
備
自
衛
官
補

　
令
和
２
年
度
採
用
に
な
り
ま
す
。

◇
採
用
試
験
日
：
4
月
18
日（
土
）

　
〜
22
日（
水
）の
う
ち
1
日

◇
受
付
締
切
日
：
4
月
10
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五

条
地
域
事
務
所

T
E
L
：
０
７
４
7
ー
２2
ー
3
7
8
9

　
就
職
・
転
職
お
考
え
の
方
、ま

ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科

部
会
で
は
、県
民
の
耳
鼻
咽
喉

科
疾
患
の
予
防
啓
発
と
健
診
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

耳
に
関
す
る「
講
演
会
」
と「
無

料
相
談
」を
開
催
し
ま
す
。事
前

予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時
：
３
月
２６
日（
木
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
場
所
：
商
工
会
議
所
　
5
階

大
ホ
ー
ル

（
奈
良
市
登
大
路
町
36
ー
2
）

近
鉄
奈
良
県
１
番
出
口
よ
り
徒

歩
１
分

T
E
L
：
0
7
4
2
ー
26
ー
6
2
2
2

■
講
演
：
「
認
知
症
予
防
に
も

な
る
超
高
齢
社
会
の
め
ま
い
難

聴
対
策
」

奈
良
県
立
医
師
大
学
　
耳
鼻
咽

喉
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座

教
授
　
北
原
　
糺

■
無
料
相
談
：

耳
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に

関
す
る
相
談

■
問
い
合
わ
せ
：

奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会

T
E
L
：
0
7
4
4
ー
22
ー
8
5
0
2

　
福
祉
・
介
護
の
職
場
へ
の
就
職

を
希
望
さ
れ
る
学
生
や
転
職
希

望
者
等
を
対
象
に
、社
会
福
祉

施
設
・
社
会
福
祉
事
業
者
等
と

の
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

し
、福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
対
す

る
理
解
の
普
及
と
、就
業
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

■
日
時
：
３
月
１４
日（
土
）

午
前
１０
時
3０
分
〜
午
後
４
時
ま
で

奈
良
県
福
祉
・
介
護
の
仕
事

P
R
隊「
福
祉
・
介
護
の
魅
力
発

信
イ
ベ
ン
ト
」

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午
（
午
前

１０
時
15
分
受
付
開
始
）

身
だ
し
な
み
＆
メ
イ
ク
体
験
・
履

歴
書
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

午
後
0
時
30
分
〜
４
時

魅
力
わ
く
わ
く
・
ブ
ー
ス
d
e
面

接（
合
同
説
明
会
）

※
60
事
業
所
参
加
予
定

午
後
１
時
〜
４
時（
0
時
３０
分

受
付
開
始
）

■
場
所
：

T
H
E 

K
A
S
H
I
A
R
A

（
旧
橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）2
階

橿
原
市
久
米
町
6
5
2
ー
2

近
鉄
橿
原
線
、近
鉄
南
大
阪
線

「
橿
原
神
宮
前
」
駅
東
出
口
徒

歩
1
分
）

■
対
象
：

令
和
３
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
等
で
福

祉
職
場
に
就
職
希
望
の
方

　
福
祉
の
仕
事
に
就
職
ま
た
は

転
職
希
望
の
方

※
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

■
参
加
費
：
無
料

事
前
申
込
不
要
、履
歴
書
不
要
、

入
退
場
自
由

■
問
い
合
わ
せ

奈
良
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
4
4
ー
29
ー
0
1
6
0

3
月 

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

セ
ミ
ナ
ー

自
衛
隊
募
集
に
つ
い
て

耳
に
関
す
る「
講
演
会
」と

「
無
料
相
談
」

福
祉
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ア

2
0
2
0

「遺言の日」
記念無料法律相談

■日　　時 ： 5月13日（水）
　　　　　  午前9時30分～正午
　　　　　  午後1時～3時30分
■場　　所 ： 奈良弁護士会
　　　　　  奈良市中筋町22番地1
　　　　　  ※相談時間1人30分間
　　　　　  ※先着20名
　　　　　  
　　　　　  経済会館
　　　　　  大和高田市大中106-2
　　　　　  ※相談時間1人30分間
　　　　　  ※先着10名
■相談内容 ： 相続遺言に関することに限ります。
■予約受付期間 ： ４月１日（水）～４月30日（木）
■お申込み ： 奈良弁護士会　TEL：0742-22-2035
　　　　　   (受付時間：平日午前9時30分～午後5時）

「憲法週間」
記念無料法律相談
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白
内
障
と
は
、目
の
中
に
あ
る
レ

ン
ズ
の
役
割
を
す
る
水
晶
体
が
濁
る

病
気
で
す
。
白
内
障
は
加
齢
に
伴
い

発
生
す
る
場
合
が
一
般
的
で
（
白
内

障
の
約
90
％
）
早
け
れ
ば
40
歳
前
後

で
発
症
し
、60
歳
を
過
ぎ
る
と
80
％

以
上
、80
歳
を
超
え
る
と
ほ
と
ん
ど

の
人
に
白
内
障
の
症
状
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
白
内
障
の
症
状
は
、水
晶
体
の
濁

り
方
で
様
々
で
す
。
光
の
通
り
が
悪

く
、全
体
的
に
暗
く
な
っ
た
り
、磨
り

ガ
ラ
ス
状
に
白
く
ぼ
や
け
て
見
え
た

り
、
水
晶
体
内
で
、
光
が
乱
反
射
し

て
弦
し
く
見
え
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
に
関
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、放
置
し
て
お
け
ば

必
ず
進
行
す
る
こ
と
、進
行
す
る
と

緑
内
障
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。緑
内
障
は
、我
が

国
に
お
い
て
失
明
の
最
も
多
い
原
因

で
す
。
ま
た
白
内
障
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、早
い
治
療
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　
白
内
障
の
原
因
と
し
て
は
加
齢
以

外
に
、糖
尿
病
が
原
因
の
糖
尿
病
性

白
内
障
、ア
ト
ピ
ー
に
合
併
し
や
す

い
ア
ト
ピ
ー
性
白
内
障
、目
の
け
が

が
原
因
の
外
傷
性
白
内
障
、主
に
ス

テ
ロ
イ
ド
に
よ
る
薬
剤
性
白
内
障
も

あ
り
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
発
症
す

る
場
合
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　
白
内
障
は
進
行
す
る
と
手
術
以
外

に
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、初
期

で
あ
れ
ば
、薬
剤
に
よ
り
進
行
を
遅

ら
せ
る
事
が
可
能
で
す
。

　
白
内
障
の
検
査
は
、苦
痛
を
伴
う

大
変
な
も
の
で
は
な
く
、診
察
室
で

目
に
光
を
当
て
て
調
べ
る
の
み
で
、

短
時
間
で
終
わ
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
な
白
内

障
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、自
己
判

断
せ
ず
に
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
眼

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

奈
良
県
医
師
会

白
内
障

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、ま
だ

ま
だ
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す

が
皆
さ
ん
ど
う
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。今
年
の
冬
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、皆

さ
ん
も
心
配
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
手
洗
い
・
う
が
い
を
行

い
、大
勢
の
人
が
い
る
場
で
は

マ
ス
ク
の
着
用
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、今
日
は
高
尿
酸
血
症

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
高
尿
酸
血
症
と
言
う

言
葉
は
皆
さ
ん
聞
き
な
れ
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、痛
風
と

言
う
言
葉
は
馴
染
み
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え

ば
、高
尿
酸
血
症
は
体
の
中
の

尿
酸
が
多
く
な
っ
て
お
り
、そ

の
た
め
尿
酸
が
関
節
内
に
た

ま
る
こ
と
に
よ
る
関
節
炎
で

あ
る
痛
風
を
引
き
起
こ
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
状
態
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
、
高
尿
酸
血
症
は
痛

風
だ
け
に
関
係
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
尿

酸
血
症
は
尿
路
結
石
（
尿
の

通
り
道
に
石
が
で
き
る
こ

と
。石
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は

尿
の
通
り
道
が
詰
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
。
）
、命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
る
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
上
昇
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
高
尿
酸
血
症
の
診
断
基
準

は
年
齢
、性
別
関
係
な
く
採
血

で
尿
酸
値
が
7.0
m
g
/
d
l

以
上
の
状
態
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。治
療
方
法
は
、基
本

は
食
生
活
の
見
直
し
と
な
っ

て
お
り
、
肥
満
の
方
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
、食
事
内
容
の
注
意
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
を
減

ら
す
（
日
本
酒
１
合
、ビ
ー
ル

５
０
０
m
l
、ウ
イ
ス
キ
ー
ダ

ブ
ル
１
杯
ま
で
）
、し
っ
か
り

と
し
た
水
分
摂
取（
１
日
の
尿

の
量
が
２
L
と
な
る
よ
う

に
。）、適
度
な
運
動（
食
後
１

時
間
以
降
に
毎
日
継
続
で
き

る
軽
い
運
動
を
継
続
す

る
。）、ス
ト
レ
ス
解
消
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
こ
で
重
要
な
の

は
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら
せ
ば
い

い
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
こ

と
で
す
。
決
し
て
、忘
れ
な
い

で
下
さ
い
ね
。診
療
所
で
診
察

を
し
て
い
る
と
、患
者
さ
ん
の

多
く
が
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら

す
こ
と
だ
け
を
意
識
し
て
お

り
、そ
の
他
の
こ
と
に
は
注
意

が
い
っ
て
い
な
い
よ
う
な
印
象

を
受
け
ま
す
。

　
食
事
内
容
で
気
を
つ
け
る

こ
と
は
尿
酸
を
上
げ
る
プ
リ

ン
体
の
多
い
食
事
（
レ
バ
ー
、

ニ
ボ
シ
、干
し
椎
茸
な
ど
）
を

控
え
る
、尿
を
ア
ル
カ
リ
化
さ

せ
る
食
事
（
ひ
じ
き
、
わ
か

め
、大
豆
な
ど
）
を
摂
る
こ
と

で
す
。

　
食
生
活
の
見
直
し
以
外
の

治
療
で
は
、薬
物
療
法
（
尿
酸

の
排
出
を
促
す
、ま
た
は
尿
酸

を
作
る
の
を
抑
制
す
る
作
用
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。薬
物
療

法
は
尿
酸
値
、痛
風
発
作
の
有

無
、腎
臓
病
・
糖
尿
病
・
高
血
圧

な
ど
の
持
病
の
有
無
な
ど
を

考
慮
し
て
、内
服
開
始
と
な
り

ま
す
。な
お
、当
診
療
所
で
は

『
フ
ェ
ブ
リ
ッ
ク
』と
い
う
名
前

の
薬
を
出
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た

内
容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質

問
が
あ
れ
ば
、診
療
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、私
は
こ
の
３
月
で

上
北
山
村
を
離
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
の

温
か
い
支
え
に
よ
っ
て
、２
年

間
無
事
勤
め
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。次
来
る
医
師
に

も
上
北
山
村
の
こ
と
を
伝
え

て
お
き
ま
す
の
で
、今
後
も
診

療
所
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 岩 田 臣 弘

診療所

だより
健康づくりのアドバイス

77V

高
尿
酸
血
症

　
便
秘
と
は
本
来
体
外
に
排
出
す

べ
き
糞
便
を
「
十
分
量
」
か
つ
「
快

適
に
」
排
出
で
き
な
い
状
態
の
こ

と
で
、
排
便
回
数
の
目
安
と
し
て

１
週
間
に
３
回
未
満
の
場
合
を
便

秘
と
い
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
鹿
の
糞
の
よ
う
な
コ
ロ

コ
ロ
の
硬
便
、
強
く
い
き
む
、
4
回

に
１
回
以
上
摘
便
、
残
便
感
、
直

腸
の
閉
塞
感
の
複
数
が
あ
れ
ば
、

慢
性
便
秘
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
単
に
毎
日
排
便
が
な
い
と
い

う
だ
け
で
は
、
便
秘
と
は
言
わ
な

い
の
で
す
。

　
慢
性
便
秘
の
方
は
、
ま
ず
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
運
動
不
足
、
朝
食
を
摂
ら
な

い
、
食
物
繊
維
不
足
、
喫
煙
、
飲
酒

は
便
秘
の
原
因
で
す
。
糖
尿
病
、
甲

状
腺
機
能
低
下
症
は
便
秘
に
な
り

や
す
い
疾
患
で
す
。
ま
た
薬
剤
に

よ
る
便
秘
に
注
意
し
ま
す
。
特
に

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
（
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ

ラ
ミ
ン
な
ど
）
、
鎮
咳
剤
（
ジ
ヒ
ド

ロ
コ
デ
イ
ン
な
ど
）
は
総
合
感
冒
薬

に
も
し
ば
し
ば
配
合
さ
れ
て
い
ま

す
が
、便
秘
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
便
秘
治
療
薬
は
、
浸
透
圧
性
下

剤
（
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
）
、

刺
激
性
下
剤
（
セ
ン
ナ
、
セ
ン
ノ
シ

ド
な
ど
）
な
ど
、
多
く
の
内
服
薬
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
刺
激
性
下
剤

は
長
期
間
連
日
服
用
す
る
と
、
次

第
に
効
か
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
使

用
量
を
守
り
、
毎
日
の
服
用
で
は

な
く
、
な
る
べ
く
2
〜
3
日
に
1

回
程
度
の
頓
服
使
用
に
し
ま
し
ょ

う
。
内
服
の
便
秘
薬
で
は
効
果
が

乏
し
く
、
座
薬
や
浣
腸
、
摘
便
が

必
要
な
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
便
秘

の
治
療
に
難
渋
し
て
い
る
方
や
、

最
近
発
症
し
た
便
秘
の
方
で
は
、

便
の
背
景
に
大
腸
癌
が
隠
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、一
度
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

便
秘

に
ごす

ま
ぶ

り
ょ
く
な
い
し
ょ
う
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加
齢
に
伴
い

発
生
す
る
場
合
が
一
般
的
で
（
白
内

障
の
約
90
％
）
早
け
れ
ば
40
歳
前
後

で
発
症
し
、60
歳
を
過
ぎ
る
と
80
％

以
上
、80
歳
を
超
え
る
と
ほ
と
ん
ど

の
人
に
白
内
障
の
症
状
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
白
内
障
の
症
状
は
、水
晶
体
の
濁

り
方
で
様
々
で
す
。
光
の
通
り
が
悪

く
、全
体
的
に
暗
く
な
っ
た
り
、磨
り

ガ
ラ
ス
状
に
白
く
ぼ
や
け
て
見
え
た

り
、
水
晶
体
内
で
、
光
が
乱
反
射
し

て
弦
し
く
見
え
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
に
関
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、放
置
し
て
お
け
ば

必
ず
進
行
す
る
こ
と
、進
行
す
る
と

緑
内
障
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。緑
内
障
は
、我
が

国
に
お
い
て
失
明
の
最
も
多
い
原
因

で
す
。
ま
た
白
内
障
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、早
い
治
療
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　
白
内
障
の
原
因
と
し
て
は
加
齢
以

外
に
、糖
尿
病
が
原
因
の
糖
尿
病
性

白
内
障
、ア
ト
ピ
ー
に
合
併
し
や
す

い
ア
ト
ピ
ー
性
白
内
障
、目
の
け
が

が
原
因
の
外
傷
性
白
内
障
、主
に
ス

テ
ロ
イ
ド
に
よ
る
薬
剤
性
白
内
障
も

あ
り
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
発
症
す

る
場
合
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　
白
内
障
は
進
行
す
る
と
手
術
以
外

に
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、初
期

で
あ
れ
ば
、薬
剤
に
よ
り
進
行
を
遅

ら
せ
る
事
が
可
能
で
す
。

　
白
内
障
の
検
査
は
、苦
痛
を
伴
う

大
変
な
も
の
で
は
な
く
、診
察
室
で

目
に
光
を
当
て
て
調
べ
る
の
み
で
、

短
時
間
で
終
わ
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
な
白
内

障
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、自
己
判

断
せ
ず
に
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
眼

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

奈
良
県
医
師
会

白
内
障

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、ま
だ

ま
だ
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す

が
皆
さ
ん
ど
う
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。今
年
の
冬
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、皆

さ
ん
も
心
配
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
手
洗
い
・
う
が
い
を
行

い
、大
勢
の
人
が
い
る
場
で
は

マ
ス
ク
の
着
用
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、今
日
は
高
尿
酸
血
症

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
高
尿
酸
血
症
と
言
う

言
葉
は
皆
さ
ん
聞
き
な
れ
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、痛
風
と

言
う
言
葉
は
馴
染
み
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え

ば
、高
尿
酸
血
症
は
体
の
中
の

尿
酸
が
多
く
な
っ
て
お
り
、そ

の
た
め
尿
酸
が
関
節
内
に
た

ま
る
こ
と
に
よ
る
関
節
炎
で

あ
る
痛
風
を
引
き
起
こ
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
状
態
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
、
高
尿
酸
血
症
は
痛

風
だ
け
に
関
係
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
尿

酸
血
症
は
尿
路
結
石
（
尿
の

通
り
道
に
石
が
で
き
る
こ

と
。石
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は

尿
の
通
り
道
が
詰
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
。
）
、命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
る
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
上
昇
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
高
尿
酸
血
症
の
診
断
基
準

は
年
齢
、性
別
関
係
な
く
採
血

で
尿
酸
値
が
7.0
m
g
/
d
l

以
上
の
状
態
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。治
療
方
法
は
、基
本

は
食
生
活
の
見
直
し
と
な
っ

て
お
り
、
肥
満
の
方
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
、食
事
内
容
の
注
意
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
を
減

ら
す
（
日
本
酒
１
合
、ビ
ー
ル

５
０
０
m
l
、ウ
イ
ス
キ
ー
ダ

ブ
ル
１
杯
ま
で
）
、し
っ
か
り

と
し
た
水
分
摂
取（
１
日
の
尿

の
量
が
２
L
と
な
る
よ
う

に
。）、適
度
な
運
動（
食
後
１

時
間
以
降
に
毎
日
継
続
で
き

る
軽
い
運
動
を
継
続
す

る
。）、ス
ト
レ
ス
解
消
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
こ
で
重
要
な
の

は
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら
せ
ば
い

い
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
こ

と
で
す
。
決
し
て
、忘
れ
な
い

で
下
さ
い
ね
。診
療
所
で
診
察

を
し
て
い
る
と
、患
者
さ
ん
の

多
く
が
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら

す
こ
と
だ
け
を
意
識
し
て
お

り
、そ
の
他
の
こ
と
に
は
注
意

が
い
っ
て
い
な
い
よ
う
な
印
象

を
受
け
ま
す
。

　
食
事
内
容
で
気
を
つ
け
る

こ
と
は
尿
酸
を
上
げ
る
プ
リ

ン
体
の
多
い
食
事
（
レ
バ
ー
、

ニ
ボ
シ
、干
し
椎
茸
な
ど
）
を

控
え
る
、尿
を
ア
ル
カ
リ
化
さ

せ
る
食
事
（
ひ
じ
き
、
わ
か

め
、大
豆
な
ど
）
を
摂
る
こ
と

で
す
。

　
食
生
活
の
見
直
し
以
外
の

治
療
で
は
、薬
物
療
法
（
尿
酸

の
排
出
を
促
す
、ま
た
は
尿
酸

を
作
る
の
を
抑
制
す
る
作
用
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。薬
物
療

法
は
尿
酸
値
、痛
風
発
作
の
有

無
、腎
臓
病
・
糖
尿
病
・
高
血
圧

な
ど
の
持
病
の
有
無
な
ど
を

考
慮
し
て
、内
服
開
始
と
な
り

ま
す
。な
お
、当
診
療
所
で
は

『
フ
ェ
ブ
リ
ッ
ク
』と
い
う
名
前

の
薬
を
出
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た

内
容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質

問
が
あ
れ
ば
、診
療
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、私
は
こ
の
３
月
で

上
北
山
村
を
離
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
の

温
か
い
支
え
に
よ
っ
て
、２
年

間
無
事
勤
め
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。次
来
る
医
師
に

も
上
北
山
村
の
こ
と
を
伝
え

て
お
き
ま
す
の
で
、今
後
も
診

療
所
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 岩 田 臣 弘

診療所

だより
健康づくりのアドバイス
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高
尿
酸
血
症

　
便
秘
と
は
本
来
体
外
に
排
出
す

べ
き
糞
便
を
「
十
分
量
」
か
つ
「
快

適
に
」
排
出
で
き
な
い
状
態
の
こ

と
で
、
排
便
回
数
の
目
安
と
し
て

１
週
間
に
３
回
未
満
の
場
合
を
便

秘
と
い
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
鹿
の
糞
の
よ
う
な
コ
ロ

コ
ロ
の
硬
便
、
強
く
い
き
む
、
4
回

に
１
回
以
上
摘
便
、
残
便
感
、
直

腸
の
閉
塞
感
の
複
数
が
あ
れ
ば
、

慢
性
便
秘
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
単
に
毎
日
排
便
が
な
い
と
い

う
だ
け
で
は
、
便
秘
と
は
言
わ
な

い
の
で
す
。

　
慢
性
便
秘
の
方
は
、
ま
ず
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
運
動
不
足
、
朝
食
を
摂
ら
な

い
、
食
物
繊
維
不
足
、
喫
煙
、
飲
酒

は
便
秘
の
原
因
で
す
。
糖
尿
病
、
甲

状
腺
機
能
低
下
症
は
便
秘
に
な
り

や
す
い
疾
患
で
す
。
ま
た
薬
剤
に

よ
る
便
秘
に
注
意
し
ま
す
。
特
に

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
（
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ

ラ
ミ
ン
な
ど
）
、
鎮
咳
剤
（
ジ
ヒ
ド

ロ
コ
デ
イ
ン
な
ど
）
は
総
合
感
冒
薬

に
も
し
ば
し
ば
配
合
さ
れ
て
い
ま

す
が
、便
秘
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
便
秘
治
療
薬
は
、
浸
透
圧
性
下

剤
（
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
）
、

刺
激
性
下
剤
（
セ
ン
ナ
、
セ
ン
ノ
シ

ド
な
ど
）
な
ど
、
多
く
の
内
服
薬
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
刺
激
性
下
剤

は
長
期
間
連
日
服
用
す
る
と
、
次

第
に
効
か
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
使

用
量
を
守
り
、
毎
日
の
服
用
で
は

な
く
、
な
る
べ
く
2
〜
3
日
に
1

回
程
度
の
頓
服
使
用
に
し
ま
し
ょ

う
。
内
服
の
便
秘
薬
で
は
効
果
が

乏
し
く
、
座
薬
や
浣
腸
、
摘
便
が

必
要
な
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
便
秘

の
治
療
に
難
渋
し
て
い
る
方
や
、

最
近
発
症
し
た
便
秘
の
方
で
は
、

便
の
背
景
に
大
腸
癌
が
隠
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、一
度
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

便
秘

に
ごす

ま
ぶ

り
ょ
く
な
い
し
ょ
う
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主な内容
P 2 ・ 3
Ｐ３
Ｐ４
Ｐ５
Ｐ６

村の出来事…………………………………
令和2年第1回臨時議会………………………
確定申告・警察官採用試験情報……………
年金だより…………………………………
お知らせ……………………………………

Ｐ７
Ｐ８
Ｐ９
Ｐ１０

「遺言の日」「憲法週間」記念無料法律相談…
奈良健康情報…………………………………
診療所だより…………………………………
春の火災予防運動ほか………………………

村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年2月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

２９８（±０）
４８７（－１）
２５２（－２）
２３５（+１）
274.22k㎡

【２月２８日】

広
報
か
み
き
た
や
ま
　

N
O
.623号

発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
企
画
課

・固定資産税　　　　第４期
・介護保険料　　　　第６期
・国民健康保険税　　第８期
・後期高齢者医療保険料  第８期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

2/3　節分の日 奈良地方気象台の電話窓口が変わります奈良地方気象台の電話窓口が変わります
令和２年４月１日から令和２年４月１日から

ひとつずつ
いいね！で確認
火の用心 期間：3月1日～3月7日

●「うっかり火災」ゼロ
　火災は一度発生すると人の財産、時には命を奪う恐ろしいも
のです。しかし、その多くは人の「うっかり」が原因となってお
り、未然に防ぐことが可能です。
　寝タバコをしない、揚げ物料理をされる時はコンロのそばを
離れない、暖房器具を正しく取り扱うなど、「つい」や「うっか
り」にならないよう、一人ひとりが火の用心を心がけましょう。

●住宅用火災警報器の設置
　火災による被害を最小限に抑えるためには、火災をいかに
早く発見できるかにかかっています。住宅用火災警報器は、
一般住宅において火災を早期に発見するのに最も有効な設
備です。消防署では、日々の作動確認や１０年単位での交換
を推奨しています。

●高齢者を火災から守る
　高齢者等の方は、火災や災害が発生した際に逃げ遅れてし
まう可能性があります。地域の協力・連携体制を強化し、地域
全体で火災や災害に備えましょう。

　毎年３月１日から７日まで、春の火災予防運動が実施されます。
　季節は冬から春へと移り変わる時期ですが、まだまだ暖房器具
も手放せません。この時期は空気が乾燥するため火災が発生しや
すく、また強い季節風により被害が拡大するおそれがあります。こ
れまで以上に火の元には十分に注意し、尊い命と貴重な財産を守
りましょう。

職員による対応　　　　　　
0742-22-2555 平日日中8時30分～17時15分
自動音声による気象情報　 
0742-27-7329 終日利用可能（夜間・休日含む24時間）
自動音声による気象情報の利用方法は以下をご覧ください。

「利用方法」
https://www.jma-net.go.jp/nara/info/pdf_files/jido.pdf

TEL : 0746（32）1011
I　P ： 0746（39）9107
FAX ： 0746（32）0130

吉野消防署 


